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5．2　アクティブフィルタ
　アクティブフィルタを動作させる前に，電流補償の
実験を行った．負荷電流ゴLを検出してくるのではな
く，d軸高調波電流ゴLhdの代わりに1．5A相当の矩形波
を電圧PI演算の出力に外乱として加え，　q軸電流臨q
をOAとした時の応答を確認した．三相電源電圧は100
V，平滑リアクトルLは10mH，三相電圧形PWMコ
ンバータ出力側のコンデンサ容量は2200回目，制御周期
Tは260．5μs，直流電圧指令値y’糞。は200Vで実験を
行った．
　Fig．12はこの時のd－q軸外乱ゴ伽，ゴLゐq，　d－q軸電
流指令値踏，湾およびd－q軸補償電流あ，あの波形で
ある．d軸補償電流は電流指令値に追従しているが，電
流指令値に対して立ち上がりで約0．5ms，立ち下がり
で約1．5msの遅れが生じている．また，　q軸補償電流は
ほぼOAであるが矩形波の立ち上がり，立ち下がりで
振動している．
　Fig．13は外乱と補償電流を三相量で表したときの
応答波形である．補償電流窃，あは外乱f伽，ゴL励を打
ち消すような逆相の電流となっている．しかし，外乱
と補償電流の間に約1msのズレが生じている．
　Fig．14は直流電圧指令値θま。を180vから200vに
Response　waveforms　of　d－q　axis　current　to
disturbance．
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Fig，13　Response　waveforms　of　three－phase　cur－
　　　　rent　to　disturbance．
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Fig．14　Experimental　step　response　waveforms，
ステップさせた時の直流電圧θd。，d軸補償電流あ，　q
軸補償電流あの応答波形である．直流電圧応答は約50
msで直流電圧指令値に追従し，直流電圧制御も実現
アクティブフィルタのDSPを用いた高速電流制御 195
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Fig．15　Experimental　current　waveforms．
することができた．
　次に，アクティブフィルタを実際に動作させた時の
各部の応答波形を示す．制御対象には，三相電圧形
PWMコンバータと並列にコンデンサ入力形三相ダイ
オードブリッジを高調波発生源として接続している．
　三相ダイオードブリッジには，定格220V，100Wの電
球負荷を10個接続している．また，三相電源電圧は50
V，平滑リアクトルLは10mH，ダイオードブリッジと
三相電圧形PWMコンバータ出力側のコンデンサ容
量は2200μF，制御周期丁は260．5μsで実験を行った．
制御プログラムはDSPアセンブラで作成され，制御
演算時間と入出力時間の和は73．0μsであった．
　Fig．15は，アクティブフィルタを動作させた時のづ
ωとあおよび電源電流偏の波形である．ゴ。は痂の高
調波成分と逆相の電流となっていて，観の高調波成分
は補償される．しかし，アクティブフィルタの出力部
は10mHのりアクトルを使用しているため，位相のズ
レが生じ，偏は正弦波交流になっていない．
とで，負荷電流の高調波成分とは逆相の補償電流が得
られ，電源電流が正弦波交流に近づくことを確認した．
また，遅れは制御周期の2倍程度であり，高速電流制
御が達成できた．
　　　　　　　　　参考文献
1）大西・山内：「電源瞬時電力脈動低減方式アクティ
　　ブフィルタ」，電学論D，111，921（平3－11）
2）S．K．　Biswas，　B．　Basak＆M．　M．　Swamy：“A
　Three－Phase　Half－Controlled　Rectifier　with
　Pulse　Width　Modulation”，　IEEE　Trans．　on　IE，
　38，121　（1991）
3）電力用アクティブフィルタ調査専門委員会：「電
　力用アクティブフィルタ技術」，オーム社，（1990）
4）彰・木幡・赤木：「並列形アクティブフィルタと
　直列形アクティブフィルタの補償特性の検討」，電
　学論D，113，33（平5－1）
5）竹下・岩崎・松井：「三相PWMコンバータのパ
　　ラメータ変動を考慮した電流制御法」，電学論D，
　　107，1339（昭和62－11）
6）辻・山田・小山・泉：「三相誘導機の2軸理論の
　応用」，長崎大学工学部研究報告，14，22（昭和59
　－1）
7）山田・辻・泉・福島・小山：「DSPを用いた電圧
　形コンバータ系の高速制御の一方法」，平5電気関
　係学会九支連大，No．405
6．あとがき
　本論文では，力率1で正弦波交流電流かつ直流電圧
一定の三相電圧形PWMコンバータの制御および電
源総合力率1で正弦波電源電流かつ直流電圧一定のア
クティブフィルタを，DSPを用いた制御系で構成し
た．
　三相電圧形PWMコンバータ制御においては，力率
1で正弦波交流電流かつ直流電圧一定の結果が得られ
た．また，過渡時においては高速電流制御性を失うこ
となく，定常時の電流波形を改善でき，電圧指令に対
する応答も通常のPI制御で約40msと高速応答も実
現できた．
　アクティブフィルタにおいては，直流電圧一定のも
